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(4) まとめと今後の課題 

試算の結果，いずれのケースについても，クルーズターミナル単体にＰＰＰ導入した場合，

ＶＦＭについては一定程度得られるものの，今回の試算では必ずしも十分な効果があるとは言

い難い面もあり，今後精査が必要である。また，今回の対象施設については，十分な収入が見

込めないため独立採算型の導入は難しく，公的負担が必要となることが想定される。 

このように，現下の厳しい本市の財政状況を踏まえると，クルーズターミナルの設置・運営

への PPP/PFI の導入については，解決すべき課題があり，今後，精査が必要である。 

また，ターミナルの安定的な運営や港湾管理者の財政負担軽減の観点から，財政支援策等の

検討も必要である。 

年間約１億～３億円に及ぶと見込まれる公共負担額の軽減策としては， 

① イニシャルコストの削減（建物面積，仕様の簡素化） 

② 施設利用料の設定や適用範囲の拡大（インバウンド客からの料金徴収） 

③ 収益事業である定期航路を取扱う博多港国際ターミナルとの機能の一体化 

④ 集客施設の併設によるテナント料等収入の維持管理費用への充当 

などが考えられ，民間，船社等の意向を確認しながら検討を進めていく必要がある。 

いずれの場合においても，周辺施設の機能や特性を考慮し，官民のリスクおよび役割を分担

することが必要である。 

なお，ターミナル整備・運営へのＰＰＰ導入については，プランニングからの官民連携が可

能となる手法として，ＲＦＰ（Request For Proporsal）方式等を検討することも考えられる。 

 

    ◆参考 

 

 

 

 

RFP（Request For Proporsal）方式 

米国の「ＲＦＰ方式（Request for Proposal）」は，都市再生等におけるＰＰＰの一手法であり，プロ

ジェクトの企画開発段階から民間の参加・提案を求め，事業内容を定めた募集要項を作成し，事業者

を公募するものである。これは，構想段階から最終的に事業の責任を負う民間事業者，投資家，金融

機関等の視点を反映させ，公民の役割分担を明確化し，良質なプロジェクトの形成を目指すものであ

る。ＲＦＰ方式は，下記のような段階に区分され，いくつかのプロセスに分けて進められる。 

 



４３ 

 

６.民間活力を導入したにぎわいづくりの検討 

博多港がアジア・クルーズの拠点港を目指す上では，周辺施設と一体となったウォーターフロ

ントの開発を進め“にぎわい”を創出していくこと，また背後の都市・周辺港等との連携により

広域的な集客を進めることが重要となってくる。また施策の推進にあたっては，福岡地域戦略推

進協議会等との情報共有・意見交換も行いながら進めていく必要がある。 

 

６－１ 土地利用計画案の検討 

(1) 土地利用の現状 

中央ふ頭地区は，アジア・クルーズの急速な発展によるクルーズ客の急増，周辺における集客

力の高い施設の立地など，“にぎわい”のポテンシャルが非常に高い地区であるが，以下のよう

な課題も存在している。 

○中央ふ頭では，クルーズ客は国際ターミナルから離れたコンテナヤード前で上陸するなど，

需要に応じた土地利用となっていない。 

○中央ふ頭地区～博多ふ頭地区には，ベイサイドプレイス博多やマリンメッセ福岡等のコンベ

ンション施設などの集客力の高い施設が集積しているものの，十分な連携が図られていない。 

○公共の施設が水際線に集積することで民間施設が進出するだけの余地が少ない。 

○各施設へのアクセス動線が水際線から離れた位置にあるため，海辺を感じられる雰囲気が少

なく，海辺の近くにあるというポテンシャルを活かしきれていない。 

 

中央ふ頭およびその周辺地区では，“にぎわい”創出のために，これらの課題を解決する土地

利用が求められるところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１－１ 中央ふ頭及び周辺地区の課題 

 

以下に，中央ふ頭およびその周辺地区における，土地利用の現況，土地所有状況等についての

基礎資料を示す。 
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■土地利用現況（Ｈ２０） 
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■建物用途別現況（Ｈ２０） 
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■建物構造別現況（Ｈ２０） 
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■建物階数別現況（Ｈ２０） 
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(2) 民間活力を導入したにぎわいづくりの契機と制約条件 

 中央ふ頭地区おける土地所有の大半は市有地となっており，建物の多くは物流関係の施設が中

心であることから，物流再編を契機として，にぎわいづくりを行う事業者側に優位な条件を示す

ことが可能であり，そのことによって民間資金の導入を促していくべきである。 

 その一方で，物流の港としての歴史を持つ中央ふ頭地区は，分区条例による土地利用の規制（商

港区等）があり，商店や飲食店をはじめ，今後の民間活力を導入したにぎわいづくりを進めるう

えで必要となる施設に係る用途には制約がかかっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１－２ 分区条例等の指定状況 

 

(3) “にぎわい”創出に寄与する土地利用の改編 

中央ふ頭地区において”にぎわい”づくりを進めるためには，混在する物流と人流の明確化を図

り，今後のクルーズ需要に見合った土地利用の改編を進める必要がある。 

また集客力の高い周辺施設が近接するポテンシ

ャルを活かし，施設利用者が気軽に周辺施設を周

遊できるようなプロムナード等の環境整備や，海

辺で憩い，風景を楽しむために障害となる規制の

緩和などを図ることも重要となってくる。 

その他，障がい者の方々によるデザインの採用

や，国土交通省が推進する｢みなとオアシス｣を活

用しながら市民のステージでのイベント催行など

市民と共同した取組みを進めることや，親水空間

の中にあるクルーズ発着場所としての景観づくり

も行うなど，ウォーターフロントを活用した，に

ぎわいづくりを進めることも重要となってくる。 
  
                       図６－１－３ 中央ふ頭及び周辺地区の課題 

水辺空間 

(延長約 1.0km)
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＜“にぎわい”づくりの例＞ 

○伝統文化や個性のあるアトラクションなどの歓迎行事を企画，実施。まち全体でのおもて

なし空間の形成 

○地元の特産物や産業等を紹介する地元情報を発信するイベントの企画，実施 

○寄港クルーズ客船の見送りでの市民等見学客の参加や水際線での日常的な賑わいづくり 

○地域の盛り上げ役となる人材の育成 

○ターミナル施設等公共施設の緑化 

○景観づくりのアイテムの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            

＜トピック＞｢九州みなとオアシス｣～国土交通省九州地方整備局～ 

  ｢みなとオアシス｣とは，海浜･旅客ターミナル･広場などみなとの施

設やスペースを活用して住民参加型の継続的な地域振興に係わる取

り組みが行われる，地域交流拠点施設及び地区(港湾区域，臨港地

区，港湾区域･臨港地区と一体的に利用される地区)のことで，みなと･

海岸を活用して地域内列の人が交流することができる“にぎわい交流

拠点”をつくり出すものである｡港･海辺をにぎわいの核として，さらに地

域の活性化にも寄与しうる拠点及び空間として，積極的な活用を位置

付ける制度である｡ 平成 15 年 11 月 20 日に，中国地方整備局，四国

地方整備局が制度化したもので，各整備局長が登録し，各種の公的な

支援を行うものとなっている｡ 
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６－２ 周辺施設と連携したにぎわいづくりの検討 

(1) 検討内容 

中央ふ頭～博多ふ頭のウォーターフロント地区におけるにぎわいづくりについては，今後のク

ルーズ需要の拡大に対応したターミナル機能の強化や，国際交流の高まりに対応したコンベンシ

ョン機能（ＭＩＣＥ機能）の強化にあたっては，各施設が互いに連携・役割分担することが必要

であり，地区全体の視点から必要となる機能について整理する。 

 

(2) 必要となる機能 

中央ふ頭及び博多ふ頭においては，平成元年の博多港港湾計画改訂により，国際旅客船に対応

する岸壁（１バース）や，展示場，会議場，ホテル等が立地できる交流拠点用地（14.2ha）等が

計画され，これまでに，博多港国際ターミナル等のターミナル機能や，マリンメッセ福岡，福岡

国際会議場等のコンベンション機能が整備され，多くの利用者を得ているところである。 

さらに，近年のクルーズや MICE へのニーズの高まりから，これらの機能のより一層の強化が求

められているところである。 

現在,福岡地域戦略推進協議会（FDC）等においても必要となる機能について検討が進められて

いるところであり，今後，これらの意見を踏まえながら，さらなる検討・整理を進めていくこと

となるが，現時点で想定される主要な施設としては，クルーズ客船を受入のためのターミナルや，

新たな展示場，ホテル，集客施設等が挙げられる。 

 

         

 

以下に，旅客ターミナルを含めたエリア内のにぎわいを創出している，国内外のウォーターフ

ロントの事例を示す。 
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コンベンションゾーン（ＭＩＣＥ機能） 

現有施設：       （延床面積）

・マリンメッセ福岡   40,631 ㎡ 

・福岡国際会議場    22,185 ㎡ 

・福岡国際センター   13,838 ㎡ 

・福岡サンパレス    24,798 ㎡ 

想定施設： 

・新たな展示場 

・ホテル 

・集客施設等 

国際ターミナル機能 

現有施設：       （延床面積）

・博多港国際ターミナル 13,280 ㎡ 

想定施設： 

・クルーズ客船用ターミナル 

・集客施設等 

国内ターミナル機能・商業施設 

現有施設： 

・ベイサイドプレイス博多 

・博多ふ頭第２ターミナル 

想定施設： 

・集客施設等 
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【にぎわい創出に関わる他港の事例】 

■事例１：大桟橋国際旅客ターミナルとみなとみらい２１（横浜港）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターミナル機能 

[大桟橋国際旅客ターミナル] 

◇国際旅客ターミナル（ＲＣＩ，コスタ，プリンセス，飛鳥Ⅱ，ふじ丸，ぱしふ

ぃっくびーなす，にっぽん丸，他） 

◇横浜港内観光船（ロマンチッククルーズ，ロイヤルウイング） 

◇伊豆諸島（東海汽船「さるびあ丸」） 

[鉄道]：地下鉄みなとみらい線(日本大通り→みなとみらい，横浜など) 

[徒歩]：日本大通り駅まで約 500ｍ，みなとみらい駅まで約 2km 
ターミナルから 

都心へのアクセス 
[都市高速]：首都高速神奈川１号横羽線みなとみらいＩＣ 

商業施設 

[みなとみらい・新港周辺] 

ランドマークプラザ(33690 ㎡)，横浜赤レンガ倉庫(2900 ㎡)，横浜ワールドポー

ターズ(38549 ㎡)，クイーンズスクエア横浜(50119 ㎡)，横浜ジャックモール，な

ど 

ホテル 
ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル，横浜ロイヤルパークホテル，

パンパシフィック横浜ベイホテル東急，など 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ 

パシフィコ横浜（メインホール 1200 席，他），はまぎんホールヴィアマーレ（517

席），大さん橋ホール（1200 席）横浜参貿ホールマリネリア（594 席），新都市ホ

ール(994 席) 

文化機能 横浜美術館，横浜みなと博物館，あんぱんまん子供ミュージアム 

広場 臨港パーク，新港パーク，美術の広場公園，横浜公園，山下公園 

賑

わ

い

拠

点

機

能 

その他 
横浜スタジアム，マリノスタウン，横浜ランドマークタワー，よこはまコスモワ

ールド  

大桟橋国際旅客ターミナル ：賑わい施設の集積エリア

みなとみらい全景 
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■事例２：ﾏﾘｰﾅﾍﾞｲｸﾙｰｽﾞｾﾝﾀｰとﾏﾘｰﾅﾍﾞｲｻﾝｽﾞ（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ターミナル機能 

[マリーナベイクルーズセンターシンガポール] 

◇クルーズルート（シンガポール国内，豪州，ブルネイ，香港，マレーシア，タ

イ，他） 

◇寄港船社（ＲＣＩ，アズマラクラブ，セレブリティ，コスタ，クリスタル，キ

ュナード，ホーランドアメリカ，シーボーン，シルバーシー，他） 

[鉄道]：ＭＲＴ南北線マリーナサウスピア駅（2014 供用予定で工事中） 

     現在の最寄りはマリーナベイ駅→ベイフロント駅（環状線支線） 

※ベイフロント駅はマリーナベイサンズの地下駅 
ターミナルから 

都心へのアクセス 
[都市高速]：East Coast Parkway17A 出口から 1.5km 

商業施設 

[マリーナベイサンズ内] 

ショッピングセンター(74000 ㎡)，クリスタルパビリオン（ナイトクラブ等 5914

㎡） 

ホテル マリーナサンズベイホテル（３棟計 265700 ㎡，2500 室） 

コンベンション 展示会場，宴会場，会議室（計 121000 ㎡） 

文化機能 
エンターテイメント劇場（21980 ㎡，4000 席），アートサイエンスミュージアム

（15000 ㎡） 

広場 
ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ（ベイサウス 54ha オープン：フラワードーム，クラ

ウド フォレスト，OCBC スカイウェイ） 

賑

わ

い

拠

点

機

能 

その他 
カジノ（15000 ㎡） 

イベントプラザ（5000 ㎡），展望デッキ(9910 ㎡)等  

ﾏﾘｰﾅﾍﾞｲｸﾙｰｽﾞｾﾝﾀｰ

ﾏﾘｰﾅﾍﾞｲｻﾝｽﾞ 

ﾏﾘｰﾅﾍﾞｲｸﾙｰｽﾞｾﾝﾀｰ

：賑わい施設の集積エリア
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■事例３：ﾊﾟｯｾﾝｼﾞｬｰﾀｰﾐﾅﾙとｻｰｷｭﾗｰｷｰ，ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞﾊｰﾊﾞｰ（ｼﾄﾞﾆｰ）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ターミナル機能 

[オーバーシーズパッセンジャーターミナル：サーキュラーキー] 

[バランガルーパッセンジャーターミナル：ダーリングハーバー] 

◇クルーズルート（世界一周，南太平洋，ニュージーランドなど） 

◇寄港船社（ＲＣＩ，セレブリティ，プリンセス，コスタ，カーニバル，クリ

スタル，Ｐ＆Ｏ，キュナード，ホーランドアメリカ，シーボーン，シルバー

シー，飛鳥Ⅱ，他） 

[鉄道]：シティーレールのサーキュラーキュー駅，タウンホール駅 

※サーキュラーキーはフェリー，市バスなどが発着する交通の要衝市街地内

のシドニーモノレールもある 

ターミナルから 

都心へのアクセス 

[徒歩]：都心直結ですべてが徒歩圏 

商業施設 

[サーキュラーキー周辺] 

ウオーターフロントのショッピング，レストラン，バー等が集まる，複合エンタ

ーテイメントエリア 

[ダーリングハーバー周辺] 

コックルベイワーフと対岸のハーバーサイドにショッピング，レストラン，バー

等が集まる，複合エンターテイメントエリア 

ホテル インターコンチネンタル・ホテル，マリオット・ハーバーサイド 

コンベンション シドニー・コンベンションセンター 

文化機能 シドニーオペラハウス，ザ・ロックス 

広場 ロイヤル・ボタニック・ガーデンズ，ハイドパーク，中国庭園 

賑

わ

い

拠

点

機

能 

その他 
シドニー水族館，シドニー・ワイルド・ライフ・ワールド 

ハーバーブリッジ，シドニー・タワー  

：賑わい施設の集積エリア

ｵﾍﾟﾗﾊｳｽ 

ｻｰｷｭﾗｿｰ

ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞﾊｰﾊﾞｰ 
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(3) ターミナル周辺施設の民間活力導入の可能性 

ターミナル周辺施設については，これまでも様々なスキームによる整備や運営がなされており，

民間活力の導入に係る経緯も様々であることから，今後の施設整備や運営において想定されるス

キームとしては，以下の方式が挙げられる。 

 

①公設民営（ＤＢＯ方式） 

（広義では指定管理者制度も含む） 

整備主体：福岡市 

土地所有：福岡市 

建物所有：福岡市 

現有施設（中央・博多ふ頭）  主な長所 課題点 

※全て指定管理者制度 

博多港国際ターミナル 

マリンメッセ福岡 

福岡国際会議場 

福岡国際センター 

福岡サンパレス 

新規施設の整備から管理運

営に至るまでの効率化を図る

ことが出来る。 

民間のノウハウにより施設

の機能向上によるにぎわいづ

くりも期待できる 

公共にとって公共事業

と同様の資金調達が必要

であり、施設整備の展開が

図りにくい 

 

 

②民設民営（ＰＦＩ方式） 

整備主体：ＰＦＩ受託者 

土地所有：福岡市 

建物所有：福岡市（ＢＴＯ型の場合）， 

特定目的会社（ＢＯＴ型の場合）等 

 

現有施設（中央・博多ふ頭）  主な長所 課題点 

（該当なし） 民間による資金調達により

機動力のある施設整備や運営

の効率化を図ることにより、施

設整備によるにぎわいづくり

が期待できる。 

運営の効果の検証が必

要 
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③民設公営（定期借地・床賃借方式） 

整備主体：民間事業者 

土地所有：福岡市（民間事業者に貸し付け） 

建物所有：民間事業者 

 

 

現有施設（中央・博多ふ頭）  主な長所 課題点 

※第３セクターからの移行 

ベイサイドプレイス博多 

（第１ターミナル部分） 

ターミナルなどの公共性の

高い建物に民間資金と維持管

理のノウハウを導入できる。 

にぎわいづくりを図る

上での利点が少ない 

運営の効果の検証が必

要 

 

④民間事業（提案型公募） 

  整備主体：民間事業者 

  土地所有や利用の形態：提案および協議により定める。 

  建物所有：民間事業者 

  福岡市がガイドライン等を策定した提案型公募を実施して，民間事業による施設の整備，

運営を行うもの。 

現有施設（中央・博多ふ頭）  主な長所 課題点 

（該当なし） 民間からの自由提案により

大胆かつ効果的な施策が期待

できる 

実現性や効果が不透明

であり、提案の見極めが重

要 

 

(4) まとめ 

想定したいずれの方式においても，効果や実現可能性の見極めなどが課題となる。また，各方

式の特徴には長短があり，適合性も異なるため，今後，民間等の意向を踏まえながら，立地する

施設の持つ機能や時期等が具体化した際に，民間活力導入可能性についてのさらなる検討を進め

ていく必要がある。なお，提案型公募については，臨港地区内における土地利用についての規制

緩和などが求められる可能性があり，あらかじめ，規制緩和を与条件とする等の対応策について

検討を進めておく必要があることを留意するべきである。 

今後の新たな施設の整備にあたっては、各々の条件に則した形でＰＰＰを含む整備スキームを

採用していくべきであり、結果として、各施設の整備スキームや運営形態が異なる形となるが、

地区全体のにぎわいづくりを促進するため、地区の魅力や回遊性を高める各施設間の機能連携を

進めていく必要がある。 
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６－３ 官民連携による集客戦略の検討 

(1) 都市との連携 

クルーズ振興のためには，現在のクルーズ客の満足度を高め，リピーターとして再来福しても

らうことやクルーズ客からの宣伝による新規クルーズ客の誘発が重要となる。このためには，背

後都市と一体となったおもてなしの港づくりが重要となってくる。 

 

○福岡の食文化，歴史に関する情報発信 

クルーズ客が福岡に求めるものは，電化製品などの購買だけではなく，もつ鍋やラーメン等が

有名である福岡の食や，大陸との交流に培われた歴史や文化，ファッションなど日本の先進性に

触れる機会である。これらのクルーズ客の関心に応えていくための拠点づくりを進めていくこと

や，祭をはじめとした各種イベントとのパッケージ化，福岡の良いところを知ってもらう観光ル

ートの企画など，クルーズ客を満足させる各種取組みを積極的に進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○快適でスムーズな旅の支援 

アジア・クルーズの拡大と多様化により，今後の相互交流を推進していくためには，クルーズ

客船から航空や鉄道へのアクセス強化，都心部のバス待機場の整備，水上バスやレンタサイクル

等の活用，その他個人旅行のニーズに応じた各種サービスを提供していく必要がある。また，快

適な旅を提供するため，WiFi やデジタルサイネージを活用してもらい，クルーズ客の情報ニー

ズに対応した的確なサービスを提供するとともに，福岡のいろいろな観光情報を知ってもらう仕

組みをつくっていく必要がある。 

 

 

 

「博多町家」ふるさと館 博多座博多祇園山笠

シーサイドももちオープントップバス屋台

市役所を観光バス待機場として

利用している（天神）

デジタルサイネージ

（博多港国際ターミナル）

WEBでの情報提供

「よかなび」
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(2) 地域間連携 

クルーズ振興においては，広域的な集客戦略も重要なってくる。このためには官民が連携しな

がら地域間連携を進め，博多港がアジアと日本の交流を支援する拠点となることが重要である。 

 

○広域的な集客によるアウトバウンドの振興 

我が国へのクルーズが増えていく中，新しい交流としてクルーズ客船を定着させていくために

は，アウトバウンドクルーズによる相互交流を図ることが不可欠である。 

H24 年の博多港発のクルーズチケットは完売し，このうち約半数が九州域外からの乗客が占め

ている。博多港は，陸海空の広域交通拠点が集積するという利便性から，我が国のアウトバウン

ドクルーズにおける大きな役割を担っている。 

今後，潜在的な需要をさらに掘り起こし，広

域的な集客を行うための様々なプロモーション

を進めるとともに，アジアとの地理的優位性と

交通利便性を活かして，船社や旅行業等と連携

したプロモーションを実施し，広域的な集客に

よるアウトバウンドクルーズの振興を図る必要

がある。 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

○オールジャパンでの取り組みの推進 

アジア・クルーズが寄港する日本の各港では，今後の地域振興・経済活性化のバネとするため，

クルーズに大きな期待が寄せられているところであり，様々な誘致活動，プロモーション活動が

行われているところである。 

博多港は，アジア・クルーズの恩恵をただ享受するだけでなく，九州や日本海側の各港をはじ

めとした全国各地の港と連携したオールジャパンとしての取組みを進め，クルーズを通じて，そ

れぞれの地域が持つ自然や歴史，文化等の観光資源を，日本の良さとして見てもらう，知っても

らうことで，アジアからの来訪者を取り込み，地域の活性化ひいては我が国の観光立国の実現を

目在していく必要がある。 

 

 

 

＜トピック＞全国クルーズ活性化会議（平成２４年１１月設立） 
 ・クルーズ寄港実績がある，あるいは寄港予定のある７９の港の港湾管理者等で構成 
 ・活動内容 
  ○クルーズ振興，誘致等，クルーズの活性化方策に関して，情報や問題点を共有する 
  ○クルーズ活性化に資する，制度の改正・創設，財政支援等の要望，提言を行う 
  ○様々な機会を捉え，オールジャパンでのポートセールス・魅力発信を実施 

博多港

図：フライ＆クルーズ，レール＆クルーズのイメージ

＜トピック＞コスタクラシカで行く アジア・クルーズ 済州島・上海クルーズ５日間 

   （株式会社エイチ・アイ・エス 九州・中国営業本部）   

 イタリアのクルーズ船社が運航する「コスタクラシカ」（５３,０００総トン）による博多港発着のカジュア

ルクルーズを対象に，フライ＆クルーズを販売。７航海で，全国から１,０００人以上を集客した。添乗

員同行，船内に専用デスクを設置する等，きめ細かい商品造りを評価。手頃な日程と料金設定がマ

ーケットを刺激するとともに，博多港の活性化にも寄与した。 
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